
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食センター完成。食育やアレルギーへの対応も可能に 保育園で英語遊びトライアル 

＜１＞ 

文化館改修や図書館の空調設備 田切体育館改修 

―令和４年町政報告― （概略） 

上から読んでも、下から読んでも 「まじいい・いいじま」 

この春、楽器を一斉更新して、気分も新たに南信大会金賞で念願の県大会出場を果たしました。更に、 

別の大会では、全国大会出場の 32校に選ばれ、優秀賞と特別賞を受賞し見事な成果を挙げました。 

 

 

飯島中学校吹奏楽部 

飯島体育館の床、更衣室、トイレ改修、北側屋外にトイレ新設 

 

楽器費用 1300万円国庫支援を獲得、町負担ゼロ 

（国や県からの予算獲得にご注目ください。足を運んで町負担を１円でも減らす努力をしています。） 

総額約 2700万円、町負担 600万円 
総額約 2700万円、町負担 800万円 

小中学校に ipad７００台 
電子黒板４０台整備 総額 4200万円、町負担 2300万円 

建設費総額 1.5億円、町負担 8300万円 

建設費総額 6.7億円、町負担 4.5億円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会の要望箇所を順次改修 
岩間小胡桃沢、北沢川整備 

 

農道中田切橋修繕 
総額 6000万円、町負担 2000万円 

林道舗装「町民の森」や「傘山」登山のアクセスが快適に  
３年総額 9600万円、町負担 5300万円 

 

高遠原矢の沢川砂防堰堤完成で災害レッド
ゾーン解消 県営約 7.5億円 

山久-柏木間農道歩道設置 
県営約 10億円、町負担 2億円 

日曽利-南田切町道南田切線改良 
総額 4.4億円、町負担 1.2億円  

 

＜２＞ 

総額 8400万円、町負担 800万円 

「信州西部陸送」様 石曽根へ 「JA上伊那」様ライスセンター上ノ原へ 

県庁で説明する「リニア北バイパス建設同盟」会長の下平町長 

千人塚公園にグランピング施

設「アルプス BACE」がオープ

ン。全国に事業展開するプラ

ザクリエイト様が将来を展望し

た観光事業への第一歩を飯

島町でスタート。飯島流ワーケ

ーションで開発する各種体験

プログラムをお客様にも提供

出来る所も評価されました。 

建設資材製造「クギン」様 赤坂へ 

企業誘致 

春日平に飯島流ワーケーションの宿泊施設、「ii ネイチ

ャー春日平」がオープン。リニア新時代の布石です。飯

島町は東京や大阪から１時間の立地となり、農業等の

各種体験プログラムを準備して田園回帰への門戸を

広げます。 

農水省が都市農村交流事業の先進事例として支援 

御座松橋改修 
総額 2700万円、町負担 2000万円 

千人塚公園照明放送整備  
町営総額 1700万円 

与田切公園トイレ、シャワー改修 
総額 3500万円、町負担 3000万円 

千人塚公園櫻山、テレワーク整備  
総額 4800万円、町負担 1700万円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長と子育てママとのおしゃべり会 

＜３＞ 

■子育て支援を拡充しました 

■2028年国スポ会場正式決定 

・子育て世帯０歳～３歳児の居る家庭に上下水道関連応援事業 
として補助金を給付します。１人につき 5,000円／年 

 
・保育園給食費を完全無償化 
令和４年４月より、３歳児以上の保育園等の給食費（副食費） 
の無償化をスタートしました。 （おかず、おやつ等） 
 

 

 

・生活支援と経済活性化支援をどこよりも早く実施！ 

飲食店応援券の販売では、２時間待ちのご不便をお掛けし誠に

申し訳ありませんでした。 

・１８歳以下の子育て支援で１人当たり１万円分給付 

・低所得の高齢者や障がい者１人当たり１万円分給付 

・農業資材、原油価格高騰対策の事業継続支援金給付 

■近隣自治体の０歳から１４歳の人口 
飯島町 １０００人（総人口約９０００人） 
中川村  ６００人（総人口約４５００人） 
宮田村 １２００人（総人口約９０００人） 
 
生活圏がほぼ共通する地域だが比較す
ると飯島町は２００人少ない。 
小手先でない根本策が必要。結婚、出
産、子育て世代の定住がカギ。 
 
■生活必需品を地元で購入する割合 
飯島町 約 ９％ 
中川村 約１６％ 
宮田村 約１６％ 
 
飯島町は２５年前にコスモ２１が存在し
た頃は４０％。 
交通網の整備が進み、近隣への勤務や
郊外型大型店利用が生活環境を変え
た。近隣で働けることや生活必需品を町
内で購入できることは定住決定の大き
な魅力。 
◎商業施設招致に向け交渉継続中。 

若者世帯等の定住を促進するため、町内に居住する目的で住宅
又は住宅用地を取得された方に対し、費用の一部を助成 

■飯島でマイホーム事業 

 
 
・飯島町に光をそそぐマイホーム取得補助金の創設  
 ※飯島町内に定住のための宅地や住宅を取得した場合に、 

最大 200万円を補助します。 
 

・飯島町に光をそそぐマイホーム取得奨励金の創設
 ※町内に住宅を取得する若者または子育て世帯に向けて、 

新築住宅に対する固定資産税相当額（居住部分）を、 
翌年度に奨励金として 10年間交付します。 

 
・飯島町に光をそそぐ住宅リフォーム補助金（拡充） 
 ※宅地分譲を行う事業者に対し造成費用の一部を補助します。

上限 200万円を補助します。 

■くらし復興券 第４弾・第５弾 

大人気 １１月末で６２件申請 

柏木グラウンドを会場

にホッケーのサブ会場

を招致しました。全国

からのお客様を迎える

良い機会です。人工芝

等大会後の施設利用

も含めて総合的に整備

を計画しています。 

環境循環ライフ構想

は、地域資源の水、森

林、田園、人材を経済

や生活にもっと活用す

るプロジェクトです。エ

ネルギーの地産地消

や農業を通じた都市農

村交流がリニア時代に

期待されます。県外か

らの視察も来てます。 

総額 2.7億円、町負担 8500万円  

 

予想概算 6.5億円、町負担 2億円以内目標 

総額 7500万円、町負担 2600万円 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下平洋一後援会事務局（討議資料）＜発行責任者 伊藤秀一＞ 

TEL： 090-1799-2402  FAX: 0265-86-3454  mail: info@iijima-mirai.com 

 

＜４＞ 

明けましておめでとうございます。  

皆々様には、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。平素は、下平洋一後援会に

格別なるご理解とご高配を賜り厚く御礼申し上げます。  

さて、下平町政は２期、８年目の春を迎えることとなりました。今日まで、公約の実現に向けて、

積極的に町政運営を推進して参りましたが、想定外のコロナ禍の自粛社会は３年にも渡りました。

しかし、町民への生活支援や地域経済の活性化対策に、他市町村よりも迅速に先駆的な対応を

行い、近隣地域からも高い評価を頂いています。 

また、下平町長は、伊那バレーの未来を見据えて、伊南４市町村はもとより、上伊那８市町村や

南信州広域連合に於いても、伊那谷全体の広域連携の必要性を唱え、次世代の重要な提案をし

ています。「確固とした信念と押し出しの良さで、存在感を高めている」と言う、行政関係者からの

評判を聞いて、頼もしく思っています。 

これも一重に、後援会の皆様をはじめ、町民の皆様方の強力なご支援があってのことと感謝申

し上げます。皆様方には、本年も変わらぬご支援、ご厚情を賜りますようお願い申し上げます。  

本年が皆様にとって良い年になるとともに、皆様のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げまし

て挨拶といたします。 

下平洋一ブログ 

shimodaira2929.jp 

■町政報告発行にあたって   後援会長 宮下覚一 

■ごあいさつ       飯島町長 下平洋一 皆様には、ご家族お揃いで、輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。  

日頃より、多大なるご支援ご高配を賜り心より感謝申し上げます。また、それぞれのお立場で、

地域発展のためにご尽力頂き、重ねて敬意と感謝を申し上げます。また、今なお続く、新型コロナ

感染症により、多大な影響を受けられた方々には、心からお見舞い申し上げます。  

さて、国際社会の不安定な情勢や円安は、エネルギーなど諸物価高騰を招き、コロナ禍に加え

て経済や社会生活に大きな影を落としています。 

しかし、私たちの伊那バレーは、近い将来に於いて、国家プロジェクト規模の中央リニア新幹線

開通や三遠南信自動車道開通を控え、今後の発展に大きな期待が持てる地域になっています。 

飯島町は、リニア新幹線で東京・名古屋・大阪へ約１時間の位置となり、大都市集中の時代か

ら田園回帰へと志向が転換すれば、都市と農村の交流促進には最適地になると思われます。 

更に、三遠南信道では、浜松市へ１時間半の位置となり、関東と関西を結ぶ道路網である中央

道・新東名・東名・国道１号線という大物流道路を、南北に貫通して直結し、その先は、太平洋の

港湾や国際空港へと繋がります。しかも、伊那谷は津波等の災害が少ない地域です。これらの、

地の利を活かした優位性は他に類を見ません。物流経済に於いても注目の集まる地域です。 

この様な将来を展望しながらも、国道１５３号線バイパスの完成や上下水道経営の健全化等、

複数の市町村が連携して取り組むべき地域課題が表面化しています。残された任期１年は、次世

代への足場固めと、飯島町に住んで良かったと思える魅力づくりに全力で取り組みます。 

一層のご支援、ご協力を心からお願い申し上げます。皆様にとって、本年が良き年になるように

ご祈念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。 

◎下平洋一後援会新年総会は、コロナ禍の状況を鑑みて中止にいたしました。 

今後の計画につきましては、改めてご案内申し上げますのでご了承ください。 

令和５年１月吉日 

            飯島町長 下平洋一 

新年の節目として、下平洋一後援会のご協力をいただいて、 

町政報告をお届けいたします。 

mailto:info@iijima-mirai.com

